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Abstract 

Fossil elasmobranchs from the Shimosa Group (Middle -Upper Pleistocene) of Boso 

Peninsula and the Upper Pleistocene Tsukui Formation of Miura Peninsula， central ] apan， are 

examined. 

They comprise 16 species belonging to 13 genera in 11 families. These species are common 

living elasmobranchs in the adjacent waters of ]apanese Islands. 

キーク-1'":更新統，下総層群，板偲類.

Kり ωO1'd.s: Pleistocene， Shimosa Group， elasmobranchs. 

まえがき

房総半島に分布する中~上部更新統下総層群からは，

豊富な軟体動物化石に随伴して，稀に板偲類の歯化石を

産する.後藤 (1972)は日本産板鯨類化石の総括のなか

で，下総層群の 4地点から 5属5種の板偲類化石の産出

を報告した.福田・朝田 (1977)は瀬又層，上岩橋部

層，木下部層の4地点から 5属5種を記載した.西本・

糸魚川 (1977)は西南日本の新生代板銀、類化石群集の変
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選を論じ，下総層群の 3層準から 7属 7種の産出を報告

し，さらに瀬又層及び桜井貝層の板偲類化石群集を

Carcharhinus群集と規定した.後藤ほか (1984)は上

総層群~下総層群の 4層準5地点より産した Carcham-

don can加riasを現生標本と比較し，詳細な記載を行っ

た

筆者らは木更津市桜井をはじめとする下総層群の 5層

準15地点及び神奈川県の更新統津久井累層 l地点から，

板偲類の歯・楯鱗・尾腕、の化石およそ190標本を収集し，

これまで日本の更新統から報告されていない種を含めて

11科13属16種を識別した.桜井以外の産地からの楳本数

が少なく，板鯨類化石群集を論ずるには不十分で、ある

が， 日本の代表的更新統のひとつである下総層群の板偲

類化石の概要が明らかになったので報告する.

本報告にあたり，石の会会員花岡義昌 ・太田仁之，瑞

浪高等学校地学部OB森 建二 ・加藤邦雄・加藤徹生 ・

可知敏宏の各氏は収集標本の研究を許可された.瑞i良市

化石博物館奥村好次，柄津宏明両氏，同館専門委員西本

博行氏には標本の同定についてご教示いただいた.以上

の方々に厚くお礼申し上げる.

産地 ・層準

下総層群については古くから多くの層序学的 ・古生物

学的研究がなされてきた.最近では杉原ほか (1978)， 

O'hara and N emoto (1978)， Aoki and Baba (1980)， 

O'hara (1982)，徳橋 ・遠藤(1984)，菊池ほか

(1988) ，徳橋・近藤 (1989)などの詳細な研究がある

が，層序区分に見解の相違がある.本報告では徳橋・遠

藤 (1984)の層序区分に従った(表 1). 

標本は，地蔵堂層・薮層 ・上泉層 ・清川層・木下層か

ら，多量の軟体動物化石に随伴して産出した.徳橋 ・近

藤 (1989)，佐藤 ・下山 (1992)などにより各累層を構

成するサフoユニットの区分がなされているが，袖ヶ浦市

永吉以外の標本は露頭から落下したものを含むので，産

出サフ。ユニッ トの特定はしない.

一般に標本の保存は良好で・あるが，産出はむしろ稀で

ある.標本の多くが木更津市桜井産であるが，これは産

出頻度が他産地に比して大であることと，採集回数が多

いことによる.

なお，三浦半島の更新統津久井累層からも標本を得

た.津久井累層は下末吉期の堆積物とされ(蟹江・大

越， 1981)，下総層群上部に対比されるので，本報告に

加えた.

板偲類化石の産出地を図1及び以下に示し，産出数を
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第 1図 下総層群及び津久井累層板偲類化石産地図.

Fig. 1. Locality map of fossil elasmobranchs from the 
Shimosa Group and Tsukui Formation. 

表2に示す.

Loc.1 木更津市真理谷地蔵堂 ]izodo，地蔵堂層

(35
0

21'51"N， 140
0

6'6" E) 

Loc.2 木更津市真理谷当日 Atebi，地蔵堂層

(35
0

21'24"N， 14005'28" E) 

Loc.3 君津市根本西谷 Nishiyatsu，地蔵堂層

(35'18' 44" N， 139
0

59'9" E) 

Loc.4 市原市越智下新田瀬又の堰 Semata，薮層

(35
0

31'32"N， 140
0

13'47"E) 

Loc. 5 千葉市緑区越智町越智 Ochi，薮層

(35
0

31' 40" N， 140
0

14'3" E) 

Loc. 6a袖ケ浦市永吉 Nagayoshi，上泉層

(35
0

24'13" N， 140・3'22"E)

佐藤・下山(1992)の BaseNo. Aに相当

Loc.6b向上，上泉層

佐藤 ・下山(1992)の BaseNo. Cに相当

Loc.6c向上，清川層



下総層群産板総類 49 

第1表下総局i洋層序表(徳橋・遠藤， 1984). (35'50'20"N， 140'9'11" E) 
Table 1. Stratigraphy of Shimosa Group (Tokuhashi and 

Endo， 1984). 

常総粘土 /姉崎層

gzs h Joso Clay Anesaki F. 

ぃ。
木下層 Kioroshi F. 。

-y 

ーー
切 横田層 Yokota F. 
a 。g 
清川層 Kiyokawa F. 切

上泉層 Kamiizumi F. 

tg g 
結

哩 薮層 Yabu F. 
奪三

佐藤・下山(1992)の BaseNo. Dに相当

Loc. 6d向上，清川層

佐藤 ・下山(1992)の BaseNo. Fに相当

Loc. 7 市原市引回 East of Hikida，清川層

(35'27'10" N， 140・5'58"E) 
Loc. 8 市原市引回 West of Hikida，清川層

(35'27'7"N， 140'5'47"E) 

Loc. 9 市原市豊成 Toyonari，木下層

(35'26'40"N， 140γ43"E) 

Loc. 10木更津市桜井 Sakurai，木下層

(35'21'30"N， 139'55'21" E) 

Loc. 11木更津市桜井 West of Sakurai，木下層

(35'21'30"N， 139'55'16" E) 

Loc. 12千葉市花見川区横戸町下横戸

Shimoyokoto，木下層

(35' 41'51"N， 140'6'53" E) 

Loc. 13印施郡富里町日吉倉 Hiyoshikura，木下層

(35' 45'13" N， 140'19'41" E) 

Loc. 14印施郡印西町大森 Omori，木下層

(35' 49' 45"N， 140'9'10" E) 

Loc. 15印璃郡印西町木下 Kioroshi，木下層

Loc. 16横須賀市津久井 Tsukui，津久井累層

(35'11' 46" N， 139'40'5" E) 

標本の記載

板血11類の歯は，個体の成長に伴う変異に加えて，歯列

上の位置による形状の変化，さらに顎歯の上下や雌雄で

形状が相違するものがある.Bigelow and Schroeder・

(1948， 1953)， Bass et al. (1973， 1975a， 1975b)， 

Garrick (1982)， Compagno (1984a， 1984b)の現生板

偲類の研究には，歯及び歯列についての記載がある.し

かし顎骨から分離して産する化石板偲類の歯は，同定に

困難を伴うことが多い.更新統の板偲類化石はそのほと

んどが現生種に相当すると推察されるが，これまでの研

究で種の同定がなされた例はむしろ少ない.特に Car-

charhinω は29種に及ぶ現生種があり (Compagno，

1984b) ，各地の更新統から産出があるにもかかわらず，

その分類は課題として残されている.

今回約190標本の板偲類の歯化石が得られたので，可

能な限り瑞i良市化石博物館所蔵の現生標本と比較して，

個体変異と歯列上の形状の変化を想定しながら分類を試

みた.

Heterodont;μS Jゆonzcω(Maclayand Macleay， 1884) 

(Pl. 11， Figs. 1a-2b) 

Heterodontω の歯は上下顎同型歯.2-4の側岐頭を持

つ小型の前歯と，臼状の側歯からなる.Loc. 4， Loc. 

10， Loc. 16からぞれぞれ側歯1標本を産した.

Loc.4標本 (Pl.11， Figs. 2a， b) :小さい臼状歯 n交合

面は長菱形で，やや膨らむ.歯根は前後に細長い.側歯

列の最前部に位置する.

Loc.10標本(Pl.11， Figs. 1a， b) :臼状歯 I安合面は丸

〈膨らみ，中央に前後方向に稜をつくる.稜の両側は不

規則な敏状.歯根は歯冠よりやや幅狭く，薄い板状で，

底面は平滑.歯列中最も大きい側歯の直前の歯に相当す

る.

静岡県の鮮新統一更新統掛川層群(西本 ・糸魚川，

1977 :問中， 1985)からの産出がある.

Galeoce?'do cuvier (Peron and Sueur， 1822) 

(Pl. 11， Figs. 3a， b) 

上下同型歯 Loc.10から側歯 l標本を産した.
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4 

7 

第 2図 Cal'cha1'llInus属各種のスケッチ.

Fig. 2. Teeth of Canha1'llInus， 

Cal'chal'hinus bl'eviPinna， X 4， Loc. 10; 1-4， upper teeth. 5， 6， lower teeth. 

C. Plumbel爪 X4，Loc. 10. 7-10， upper teeth. 11-15， lower teeth. 

ト-1:鋸歯計数範囲 An extent of serrations counted 

3 



下総層群産板紙類 51 

シ

8 

s、

4 6 7 

第3図 Carcharhinus属各種のスケッチ.

Fig. 3. Teeth of Carcharhinus， X 3， Loc. 10. 1-3， upper teeth. 4-7， lower teeth 

C. sp.， x 4， Loc. 4. 8， upper tooth. 

卜→:鋸歯言十数範囲 An extent of serrations counted. 

主岐頭は前縁の中ほどで強〈屈曲し，後傾する.両縁

に鋸歯を持つ.主岐頭前縁の鋸歯は粗〈中ほどで特に粗

いが，鋸歯の先端は鋭くならない.それぞ、れの鋸歯はさ

らに刻まれ，複鋸歯となる.後縁の鋸歯は前縁のそれに

比して細かく，先端が二叉するものがあるが，複鋸歯に

ならない.主岐頭の後方に基底部副岐頭があり，前方で

大きく後方に向かつて次第に小きくなる.それぞ、れの副

唆頭は鋸歯を有し，鋸歯の先端は鋭い.歯頭部は舌側面

でI幅広く，やや膨らみ，唇側面ではくぽむ.

歯根は前後に長い.歯根基底は逆V字状に湾入し，中

央部がさらに丸〈凹む.歯根前後端は直線的に裁ち切ら

れる.

掛川層群(田中， 1985)，下総層群(後藤， 1972:福

田・朝田， 1977)からの産出がある.

Carcharh仇usbreviPinna (Muller and Henle， 1841) 

(Fig. 2， 1-6; Pl. 11， Figs. 4a-13b) 

上顎歯 I安頭は細<，鋭<，後傾する. 舌側面は平

滑，唇側面は膨らむ.目安頭両縁に微細な鋸歯を持つ.歯

冠基部ではやや粗い板状の鋸歯となり，目安頭先端部には

鋸歯がない.歯冠基部は薄<，歯根尖まで延びる.歯根

は厚〈前後に長い.歯根基底は弱〈湾入する.中央突起

が突出するものがある. I安頭が後方にゆるく湾曲し， 歯

根尖が上方にやや反り返る型 (Pl.11， Figs. 5a， b， 9a， 

b) と， I安頭がより細<.湾曲せず， 歯根尖が反り返ら

ない型 (Pl.11， Figs. 4a， b， 6a， b)がある.前者は別種

の可能性があるが，両者の中間型もあるので，ここでは

同一種とした.

下顎歯:歯冠全縁に鋸歯がない.日交頭は細<，鋭<， 

後傾する.舌側面は平滑，唇側面は膨らむ p交頭の上半

がわずかに幅広くなり“スプーン"状を呈する.上半の

両縁は切縁，下半の両縁は“刃"がなく切縁を形成しな

い.歯冠基部は歯根尖まで延び，切縁かあるいは“刃"

のない縁部となる.舌側面の歯頭部は溝状に凹む.歯根

は厚〈前後に長い.歯根基部はまっすぐか，わずかに湾

入する.

Loc. 10から特徴的に産し，他の地点からは識別され
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第2表 下総層群及び津久井累層I!IT板紙類化石.
Table 2. Fossil Elasl110branchs frol11 the Shil110sa Group and Tsukui Forl11ation. 

Horizon 
]iz吋oF. Ya以1F. 

KaI泊ー

izumi F. 

Locality No. 2 3 4 

Heter似初ItuSja.金側IC悶
Galeocerdo cuvier 

Carcharhinus brevかtnna
C. Plumbeus 2 

C. 初'11抑制凶 2 

C. sp. 2 

S会>yrna zygaena 
Odontaspis taurus 

Alopias世ulPinus

Carcharo必ncarcharias 

Lamna cf. ditro:企IS

.勾ωl附 sp.

Pristiophorus Sp. 2 11 

sq胤 tinacf. ja.抑 IIca
Dasyatis Sp. 

Myliobatis Sp. 

なかった.

Carcha1'hintωρlumbeus (N ardo， 1827) 

(Fig. 2. 7-15; Pl. 12， Figs. 1a -13b) 

5 6a 

4 

5 

上顎歯:歯冠は薄<， 三角形 I安頭は中央歯で直立

し，側歯では後傾する.歯冠前縁は，中央歯と歯列前方

の側歯でまっすぐ，歯列後方の側歯では屈曲する.歯冠

後縁は湾入する.歯冠全縁に，先端がやや上方を向く微

細で鋭い鋸歯を持つ.歯根は薄<，ほとんどの標本で不

完全.

下顎歯 I安頭は細〈厚い.中央歯は直立し，側歯はわ

ずかに後傾する.舌側面は平滑，唇側面は膨らむ.歯冠

両縁に微細な鋸歯を持つが， I安頭先端部には鋸歯がな

い.歯冠基部に鋸歯を持たないものがある.舌側面の歯

頚部は溝状に凹む.歯根は前後に長<，歯根基底はま っ

すぐかやや湾入する.

Ca1'cha1'hinus longimanus (Poey， 1861) 

(Fig. 3， 1-7; Pl. 13， Figs. 1a-llb) 

6b 

Shimo田 Group 白』

ト-哲凶g 
Kiyokawa F. Kioroshi F. 

6c 6d 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

36 

15 2 

24 6 2 8 

2 

2 

2 

2 

2 9 

2 3 

前2種に比して大型の歯.上顎歯 ・下顎歯とも個体の

成長に伴って，歯冠が厚<，幅広くなる傾向が強い.

上顎歯:歯冠は三角形.舌側面は平滑，唇側面はやや

膨らむ n交頭は中央歯で直立し， 側歯で後傾する.歯冠

後縁は弱〈湾入する.端歯は低<，強〈後傾する.歯冠

全縁に組〈鋭い鋸歯を持ち，後縁歯冠基部で‘特に粗くな

るものがある.歯根基底はま っすぐか，やや湾入する.

下顎歯:歯列上の位置によって形状が異なる.中央歯

のl安頭は直立し，厚〈細い.上半がやや幅広くなり “ス

プーン"状を呈する n交頭上半の両縁は先端まで鋸歯が

あるが，下半は “刃"がなく切縁を形成しない.歯冠基

部に弱い鋸歯を持つことがある.歯根は厚〈前後に長い

5角形で，基底はわずかに湾入する.歯列前方の側歯は

中央歯に似るが，全縁に鋸歯を持つ.歯列後方の側歯

は， I安頭がやや後傾し，両縁にl安頭先端から歯冠基部ま

で組い鋸歯を持つ.歯冠基部では縁部が不規則にうね

る.端歯のl安頭は厚<，後傾する.歯冠全縁に粗い鋸歯

を持ち，基部でやや細かい.歯根は厚<，前後に長<， 

基底は湾入する.
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Cal'cha1'hinus sp. 第3表 Cmdwrhinlls属各種の計iJIIJ表.

(Fig. 3， 8; Pl. 12， Figs. 14a， b) Table 3. Measllred Table of Cmdwrhinlls. 

Loc.4から歯根の欠損した2標本を得た.Ca1'charhi. 

nusの上顎歯と考えられる.歯冠は二等辺三角形で直立

する.全縁に鋭〈組大な鋸歯を持ち，I佼頭先端でやや細

かくなる.C. longimanusの上顎歯に似るが，さらに鋸

歯が組い.

上野 ・松島 (1979)が神奈川県の中部更新統長沼層か

ら報告した Cal'cha1'hinusSp.に似る.

本報告で記載した Cal'cha1'hinus4種の鋸歯の粗密に

は有意の差が認められる.図2，図 3にスケッチを掲げ

た標本について鋸歯数を計数し， 計数値を表2に示し，

計数範囲をスケッチに印した.歯冠前縁の，鋸歯が明!僚

な部分を計数範囲とし，歯冠基部の鋸歯の大きさが極端

に変わる部分は計数範囲から除いた.計数範囲長は計数

範囲の両端の直線距離とした.鋸歯数の計数法は上野 ・

松島 (1979)に従い，鋸歯の尖頭が2またはそれ以上に

分かれるときは，それぞれの尖頭を計数した.

Sphyl'na zygaena (Linnaeus， 1758) 

(Pl. 13， Figs. 12a -13b) 

Loc. 10から 2標本.上下顎同型歯であるが，上顎歯

は下顎歯に比して岐頭がやや幅広い.標本はl安頭の形状

から上顎側歯と考えられる.主岐頭は簿<，後傾し，両

縁に弱い鋸歯を有するが，先端部には鋸歯がない.主H交

頭の後方に，欠刻をはさんで，板状の低い副岐頭を持

ウ.副H交頭の鋸歯は主l安顕に比べてやや粗い.舌側面の

歯頚帯は溝状に浅く凹む.歯根は薄<，舌側面でやや膨

らみ，唇側面は平坦.中央溝は明瞭.歯根基底は弱〈湾

入する.

神奈川県の下部更新統中里層からの報告(上野 ・松

島，1974)がある.

Odontasρis tauntS (Rafinesque， 1810) 

(Pl. 13， Figs. 14a-15b) 

Loc. 10， Loc. 11， Loc. 12より中央歯各1標本を産し

た

主H交頭は細長く ，唇側方向に強〈湾曲し，後方にやや

傾く .舌側面が強〈膨らみ，岐頭の断面は半円形.舌側

面に条線はない.両縁はH交頭基部の直上から岐頭先端に

かけて切縁.舌側面の歯冠基部は歯根尖に向かσての延

Speci回 Fig.，No. a b 

Carcharhinus breviPinna 2， 1 44 7.5 

(upper t∞th) 2， 2 46 5.6 

2， 3 28 5.8 

2， 4 23 4.7 

ωrcharhinus Plumbeus 2， 7 47 8.9 
(upper t∞th) 2， 8 67 12.5 

2， 9 58 10.2 

2，10 51 9.3 

Carcharhinus Plumb蹴 2，11 33 3.4 

(lower t∞th) 2，12 40 5.7 

2，13 32 4.0 

2，14 40 4.9 

2，15 20 2.7 

Carcharhinus 10増加anω 3， 1 44 16.9 

(upper t∞th) 3， 2 39 11.9 

3， 3 28 8.9 

臼γcharhi:悦郎ゐ昭iman:悩 3， 4 23 4.8 

(lower t∞th) 3， 5 49 9.2 

3， 6 20 5.3 

3， 7 34 5.0 

ωrcharhinus sp. 3， 8 24 9.0 

(upper t∞th) 

a 鋸歯数 Nllmberof serrations 
b:鋸歯計十数範囲長 Lengthof serrations cOllnted (m/m) 

C a/bxIO. 

ぴ，縦摺がある.

c 

59 

82 

48 

49 

53 

54 

57 

55 

97 

71 

80 

81 

75 

26 

33 

32 

48 

53 

38 

68 

27 

主l安頭基部の両側に側岐頭1対を持つ.側岐頭は小さ

く，舌側主目安頭方向に湾曲する.両縁に“刃"がなく 断

面は円形.唇側面の歯頚帯は構状.

歯根尖は前後方に突出し， 歯根基底は強〈湾入する.

前方の歯根尖は細長く，後方のそれは前方よりやや太〈

短い.中央突起は突出し， 中央溝は裂け目状.

Alopias vulPinus (Bonnaterre， 1788) 

(Pl. 14， Figs. 1a-2b) 

Loc. 10から上顎側歯と下顎中央歯各 1標本を産し

fこ

上顎側歯:やや小さい.岐頭は低い三角形で，唇側方

向に湾曲し，後傾する p交頭基部は幅広く厚い.両縁の

切縁は全縁で完全.唇側面は平坦，舌側面は強〈膨ら

む.歯根は厚<.唇側面が深くくほ、む.歯根基底は弱〈
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湾入する.

下顎中央歯 I安頭は短<，直立する三角形で，先端は

鋭〈尖り，唇側方向に強〈湾曲する.基部で幅広く厚

い. 唇側面の歯頚部は浅い講状.唇側面は平坦，舌側面

は強〈膨らむ I安頭の両端にごく弱い突起状の側峻頭を

持つ.両縁は切縁.歯根は逆V字型で厚<，舌側面が突

出し， 唇側面は深〈凹み，歯根尖は下方に突出する.

現生の Alopi，αsは3種.いずれも日本近海に生息す

る.A. SU，ρerciliosusは岐頭が細〈長い.A.ρelagic仰

は1安頭の両側に明瞭な側岐頭を持つことで区別される.

Ca1'charodon carcharias (Linnaeus， 1758) 

(Pl. 14， Figs. 4a-5b) 

上顎歯:中央歯及び側歯を産した.二等辺三角形の

歯.岐頭は中央歯で直立し，側歯ではやや後傾する.唇

側面はほぼ平滑，舌側面はやや膨らむ.歯頚部は唇側面

で明瞭.鋸歯は粗<， I安頭先端部と歯冠基部でやや細か

い.歯根は方形で，歯根基底は弱〈湾入する.中央溝

は，歯根のほぽ中央に縦にあり，その中に1-3の小孔が

あく.

下顎歯:中央歯1標本を産した. p交頭は上顎歯に比し

て細く，わずかに後傾し，歯冠基部で広がる.唇側面は

平滑，舌側面は膨らむ.歯頭部は唇側面で明瞭.鋸歯は

粗<， p交頭先端部と歯冠基部でやや細かくなる.歯根基

底は湾入する.

C. carchariasは各地の鮮新統~完新統から産し，多

くの産出報告がある.特に千葉県の鮮新統名洗層(糸魚

川ほか， 1975)，上総層群・下総層群(後藤ほか，

1984) ，長沼層(上野・松島， 1979)の標本についての詳

細な研究がある.

Lamna sp. cf. L. ditropis Hubbs and Follett， 1947 

(Pl. 14， Figs. 3a， b) 

Loc.4より歯冠の一部と歯根が欠損した標本を産し

た

唇側面は平坦，舌側面は膨らみ， I安頭基部でl幅広く厚

い.主岐頭の後方に三角形の小さい側岐頭があり，その

先端は主岐頭を向く. 主岐頭基部の前部が欠損してお

り，前方の側岐頭の形状は不明.両縁は切縁.

Odontaゅistau1'山 に似るが，唆頭が唇舌方向に湾曲し

ないこと，歯冠の全縁が切縁であることで区別される.

Squalus sp. 

(Pl. 14， Figs. 8a， b) 

上下顎同型歯.微少な歯.歯冠は薄〈半透明.主l安頭

は低<，強〈後傾し先端は鋭い.主l安頭の後方に深い欠

刻をはさんで，板状の副l安頭がある.主l安頭と副l安頭の

全縁は切縁.唇側面の中央部で歯冠が後方下部に長〈延

びて歯根を被い，歯根底面のさらに下方に達する.歯根

底面は平坦で菱形を呈する.舌側面の歯頚部に数個の小

干しがならぶ.Loc. 6aのよく淘汰された細粒砂から産し

た

PristioPhorus sp. 

(Pl. 14， Figs. 6a， b) 

吻瓢.“歯冠"は細長く，薄<，先端が尖る.基部か

ら先端までほとんど太きは変わらない.両縁は切縁.切

縁は鋭いものとやや鈍いものがある.“歯頭部"は“歯

冠"基部よりやや幅が狭い.“歯根"は下方に向かつて

幅広く拡がる.

“歯冠"が直立する型，後傾する型，湾曲して後傾す

る型がある.

Loc.4から特徴的に産する.

Squatina sp. cf. S. ja，ρonica Bleeker， 1858 

(Pl. 14， Figs. 7a-c) 

上下顎同型歯.岐頭は細〈税<，舌側面側に湾曲す

る.中央歯は直立し，側歯はやや後傾する.歯冠の両縁

は切縁となる.歯冠基部は，唇側面の中央部で歯根を被

うように下方にのび，前 ・後部は歯根尖付近までのび

る.歯根は舌側面で板状に強〈張り出し，その上面中央

部に稜をなす.歯根底面は菱形を呈し，そのほぽ中央に

中央孔がある.舌側面の歯頚部に10数個の小孔をうが

つ

Dαsyatis sp. 

(Pl. 14， Figs. 9a-10c) 

歯は菱形の歯冠と，舌側方向に突出する 2本の歯根尖

を持つ歯根からなる.合の中央歯の歯冠は目安頭が舌側方

向に突起状に延び、る.歯冠のH交合面は菱形で微粒面であ

るが，歯の使用により磨耗した標本が多い.歯根尖の間

に1または 2の/FIしがある.

Loc. 10以外の標本は歯冠幅 2mm以内の微少な歯であ
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る Loc.6aのよく淘汰された細粒砂層からの産出が多

い Loc.10標本 (Pl.14， Figs. 9a-c)は大型の歯で，別

種の可能性がある.

Myliobatis sp. 

(Pl. 14， Figs. 11a-d) 

Loc. 6bから歯冠がやや破損した側歯 1標本を産し

た.臼状の歯冠と板状の歯根よりなる.歯冠は薄<.前

後にやや長い p交合面は平滑.歯根は板状で二叉し，歯

根尖が後方に突出する.

現生 Myliobatistobijei Bleekerの成体の側歯は歯根

が板状に三~四叉する.標本は Myliobatisの幼少個体

と考えられる.

Dermal scale 

(Pl. 14， Figs. 12a-14) 

サメ類と 2型のエイ類の楯鱗を産した.

サメ類:微少.鼓型で，円錐形の基部の上に円盤状の

服部がのる.服部は後方がやや高〈傾斜し，上面は平

滑.基部の側面には数本の稜があり，小孔があく.基部

の底商は平らで中央が深<<ぽみ，さらにその中に 3の

小孔があき，側面の小孔につながる.

エイ類:一方の型は，円型の基部に鈎爪上の服部がの

ふ服部は湾曲して後傾し，先端は鋭〈尖る.腕部の基

部は前後に長い長円形.基部の上面には縦摺があり，底

面は平らで数個の小孔があく. もう一方の型は前者に比

して大型.基部は破損し形状は不明.腕部は後傾し，前

縁は直線的で、湾曲せず，後縁は湾入する.服部の基部は

前後に細長い.基部の底面に小孔があく.

Caudal spine 

(Pl. 14， Figs. 15a， b) 

エイ類の尾東京. Loc. 10から 1標本を産した.先端部

及び基部が欠損し，残存長66mm.基部から先端に向かつ

で次第に細くなる.

上面は弱い凸面.基部で7条，先端部で2条の条線が

ある.下面は先端部の中央で稜をなし，稜の両側は溝状

に凹む.基部では稜が幅広くなり，その中央部は弱〈凹

む.先端部から基部にかけて弱い条線がある.

i先端から尾腕長のおよそ1/2の部分の両縁に，鋸歯状

。1臓があり，腕の先端は基部方向を向く.基部の両縁は
欠損しており，鋸歯状腺の形状は不明.先端部の鋸歯状

腕は大きく，中央部では小さい.

ま と め

1.中~上部更新統下総層群及び上部更新統津久井累層

から11科13属16種の板偲類化石を識別した.そのうち種

レベルまで同定できた11種はすべて日本近海に分布する

現生種である.

2. Loc. 10以外の標本数が少なく板紙類化石群集の解

析には資料不足であるが，いくつかの特徴が指摘でき

る.

a Loc.4からは沿岸性・底生の Pristz'ophol'USsp.を

特徴的に産し，さらに北方系の Lamnacf. dit1'OPisを産

する.

b.西本・糸魚川 (1977)が規定したように， Loc.10 

には Cal'cha1'hinus bl'evipinna， C. longimanus， C. 

ρlumbetωからなる Cal'cha1'hinus群集が認められ，特

に C.b1-eviPinnaの産出が特徴的である.

c.上位の木下層(上部更新統)に比して下位の地蔵

堂~清川層(中部更新統)からは一般に板偲類佑石の産

出が少ない傾向があり，標本が得られなかった産地が多

u、
d.前記のa，bを含めて，地蔵堂~清川層からは沿

岸性種の産出が多<.木下層からは外洋性種の産出が多

い傾向がある.下末吉海進に伴う外洋水の流入に関係す

ると考えられる.徳橋・近藤 (1989)，佐藤 ・下山

(1992)は各累層を構成するサフeユニットの分析から累

層の堆積サイクルを明らかにしている.板偲類化石につ

いても，産出サブユニットが明らかな標本に基づいての

詳細な検討がこれからの課題として残されている.

3.下総層群の化石は古くから軟体動物を中心に多くの

収集がなされており，随伴する板偲類化石もその産出頻

度が大きくないにもかかわらず，多量の標本が産出し蓄

積されていると推察される.さらに，南関東各地の更新

統及び完新統からも板娘、類化石の産出が知られている.

今後，それらの資料の総合により，南関東における第四

紀板偲類化石群集の変選を明らかにすることが期待され

る.
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Plate 11 

Heterodontus japonicus (Maclay and Macleay) 

Figs. 1a， b. X 3， Loc. 10. 

Figs. 2a， b. X 3， Loc. 4. 

Galeocerdo cuvier (Peron and Sueur) 

Figs. 3a， b. X 1.5， Loc. 10. 

Carcha1'hinus brevipinna (Muller and Henle) 

Figs. 4a-9b. upper teeth， X 3， Loc. 10. 

Figs. 10a-13b. lower teeth， X 3， Loc. 10. 
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2a 

1 b 2b 3a 3b 
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6a 6b 7a 7b 

8a 8b 9a 9b 

lOa lOb l1a l1b 

12 a 12 b 13 a 13 b 



Plate 12 

Carcharhinusρルmbeus(Nardo) 
Figs. 1a-5b; 7a， b. upper teeth， X 3， Loc. 10. 

Figs. 6a， b. upper tooth， X 3， Loc. 9. 

Figs. 8a-9b; lla-13b. lower teeth， X 3， Loc. 10. 

Figs. 10a， b. lower tooth， X 3， Loc. 12. 

Carcharhinus sp. 

Figs. 14a， b. upper tooth， X 3， Loc. 4. 
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Plate 13 

CarcJuzrhinus longimanus (Poey) 

Figs. 1a， b; 3a-4b; 6a， b. upper teeth， X 2， Loc. 10. 

Figs. 2a， b; 5a， b. upper tooth， X 2， Loc. 12. 

Figs. 7a-llb. lower teeth， X 2， Loc. 10. 

Sρhyrna zygaena (Linnaeus) 

Figs. 12a-13b. upper teeth， X 3， Loc. 10. 

Odontaゆzsωurus(RafinesQue) 
Figs. 14a， b. X 2， Loc. 11. 

Figs. 15a， b. X 2， Loc. 10. 
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Plate 14 

Alotias vultinus (Bonnaterre) 

Figs. 1a， b. lower tooth， X 3， Loc. 10. 

Figs. 2a， b. upper tooth， X 3， Loc. 10. 

Lamna cf. ditrotis Hubbs and Follett 

Figs. 3a， b. X 3， Loc. 4. 

Carcha1'odoη carcharias (Linnaeus) 

Figs. 4a， b. upper tooth， X 1， Loc. 6d. 

Figs. 5a， b. lower tooth， X 1.5， Loc. 3. 

P1istiothorωsp. 

Figs. 6a， b. rostral spine， X 2， Loc. 3. 

Squatina cf. jatonica Bleeker 

Figs. 7a-c. X 5， Loc. 10. 

Squαlus sp. 

Figs. 8a， b. X 15， Loc. 6a. 

D邸yαtissp. 

Figs. 9a-c. X 5， Loc. 10. 

Figs. 10a-c. X 10， Loc. 6a. 

Myliobatis sp. 

Figs. lla-d. X 5， Loc. 6c. 

Dermal scale 

Figs. 12a-d. X 25， Loc. 10. 

Figs. 13a， b. X 10， Loc. 6a. 

Figs. 14. X 5， Loc. 6c. 

Caudal spine 

Figs. 15a， b. X 1.5， Loc. 10. 
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